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 現在、SARS-CoV-2の変異株が次 と々出現し、世界中に拡大している。変異株は、シーケンスベースのサーベイランス、
実験室研究、疫学調査を通じて定期的に監視されているが、米国政府のS A R S - C oV-2省庁間グループ（SIG : 

SARS-CoV-2 Interagency Group）が変異株の分類体系を開発したので、ここに紹介する（1）。現在、問題となっている
B.1.1.7、B.1.351、P.1、B.1.427、B.1.429は “variant of concern” （懸念すべき変異株） ”に分類される。

■変異株の分類
●SIGは、新たな変異株の迅速な特性評価に焦点を当て、重要なSARS-CoV-2対策（ワクチン、治療法、診断など）に
対する潜在的な影響を積極的に監視している。CDCは、SIGと協力して、SARS-CoV-2の変異株の分類体系を確立した。
ここでは変異株は“variant of interest”、“variant of concern”、“variant of high consequence”に分類され、それら
の定義と属性が明記されている。
●世界保健機関（WHO）も、変異株を“variants of concern”および“variants of interest”に分類しているが、変異株の
重要性は場所によって異なる可能性があるので、米国での分類がWHOの分類とは異なる場合がある。

■variant of interest（関心のある変異株）
●“variant of interest”は「受容体結合部の変化」「過去の感染またはワクチン接種に対して産生された抗体の中和能
の低下」「治療の有効性の低下」「診断への潜在的な影響」「伝播力または疾患の重症度の増加の予測」に関連する
特定の遺伝子マーカーを持つ変異株のことを言う。
●“variant of interest”の属性には下記のものがある。

●“variant of interest”は「ウイルスが他の人にどれほど容易に伝播するか？」「疾患の重症度」「再感染のリスク」「現在許可
されているワクチンが防御を提供するかどうか？」を評価するために、シーケンス監視の強化、実験室での特性評価の強化、

疫学調査など、複数の適切な公衆衛生行動を必要とすることがある。

●米国での現在の“variant of interest”を示す（表1）。新しい“variant of interest”が特定されると、表は更新される。
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■variant of concern（懸念すべき変異株）

●“variant of concern”は「伝播力の増加」「疾患の重症化
（入院または死亡の増加）」「過去の感染またはワクチン

接種で産生された抗体の中和能の大幅な低下」「治療や

ワクチンの有効性の低下」「検出して診断できない」の

エビデンスがある変異株のことを言う。

●“variant of concern”の属性は“variant of interest”の
属性に加えて、下記がみられる。

●“variant of concern”は「国際保健規則に基づくWHOへ
の通知」「CDCへの報告」「流行を制御するための地域

または地域の取り組み」「検査の増加」「変異株に対す

るワクチンと治療の有効性を判断するための研究」など、

複数の適切な公衆衛生措置を必要とする場合がある。 

●変異株の特徴に基づいて、追加すべき事項には、新しい診断法の開発またはワクチンまたは治療法の変更が含まれる。
●米国での現在の“variant of concern”を示す（表2）。新しい“variant of concern”が特定されると、表は更新される。

■variant of high consequence（社会的影響が極めて重大な変異株）

●“variant of high consequence”は、過去に流行した変異株に比較して、感染対策や医療対策の有効性が相当減少したという
明らかなエビデンスのある変異株のことを言う。

●“variant of high consequence”の属性は“variant of concern”の属性に加えて、下記がみられる。

●“variant of high consequence”は「公衆衛生当局によるPHEIC（Public Health Emergency of International Concern: 国際的
に懸念される公衆衛生上の緊急事態）宣言（まだ宣言されていない場合）」「CDCへの報告」「感染を防止または封じ込め

るための戦略の発表」「治療とワクチンを最新のものにするための推奨事項」を必要とするであろう。現在、“variant of high 

consequence”に属する変異株はない。

SARS-CoV-2変異株の分類体系

☞伝播、診断、治療、免疫回避に影響することが予測される特定の遺伝子マーカーがある。
☞「SARS-CoV-2感染全体における症例の割合の増加」または「異常なアウトブレイククラスター」の原因であることを示す
エビデンスがある。

☞米国またはその他の国での有病率や拡大が限定的である。
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●世界保健機関（WHO）も、変異株を“variants of concern”および“variants of interest”に分類しているが、変異株の
重要性は場所によって異なる可能性があるので、米国での分類がWHOの分類とは異なる場合がある。

■variant of interest（関心のある変異株）
●“variant of interest”は「受容体結合部の変化」「過去の感染またはワクチン接種に対して産生された抗体の中和能
の低下」「治療の有効性の低下」「診断への潜在的な影響」「伝播力または疾患の重症度の増加の予測」に関連する
特定の遺伝子マーカーを持つ変異株のことを言う。
●“variant of interest”の属性には下記のものがある。

●“variant of interest”は「ウイルスが他の人にどれほど容易に伝播するか？」「疾患の重症度」「再感染のリスク」「現在許可
されているワクチンが防御を提供するかどうか？」を評価するために、シーケンス監視の強化、実験室での特性評価の強化、

疫学調査など、複数の適切な公衆衛生行動を必要とすることがある。

●米国での現在の“variant of interest”を示す（表1）。新しい“variant of interest”が特定されると、表は更新される。
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☞診断、治療、ワクチンへの影響を示すエビデンスがある。
　■診断検査を広範囲に困難にする。
　■1つまたは複数の治療法に対する耐性が大幅に

増加した。
　■過去の感染またはワクチン接種で産生された抗

体の中和能が有意に低下した。
　■ワクチンによって重症化を防ぐレベルが低下した。
☞伝播力が増加したというエビデンスがある。
☞重症度が増加したというエビデンスがある。

☞医療対策への影響がある。
　■診断できないことが実証された
　■「ワクチンの有効性が大幅に低下した」「ワクチンの効果をすり抜けた症例の数が不釣り合いに多い」「重症化に対する
ワクチンの予防効果が極めて低い」などを示唆するエビデンスがある。

　■緊急使用許可（EUA: Emergency Use Authorization）または承認された複数の治療法の効果が大幅に低下した。
　■重症化患者および入院患者が増加した。

表1

表2


